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The Substance of Ability to Reach Agreement in Discussion and How to Cultivate it
－ Aiming at the acquisition and utilization of "kotoba-no-waza" for mutual understanding －
KODAMA  Tadashi  and  SUGAWARA  Kazuaki
₁　研究の目的
中学校卒業段階で必要な話し合う力の基礎・基本の
育成と、他教科・領域における話合い活動の質の向上
を目指して、中学校₁年生が「収束的な話合い」で合
意を形成できるようにするための要因（合意を形成す
る力の要素とその育成方法）を探る。
₂　研究の対象・方法
「収束的な話合い」において合意を形成する力の要
素とその育成方法について、中学校国語科の「話すこ
と・聞くこと」領域の指導に係る先行研究と、中学校
₁年生を対象とした授業の実践・分析を通して明らか
にする。
₃　研究の背景・着想
⑴　生徒の実態から
本実践で対象としたのは中学校第₁学年の生徒（40
名）である。小学校での「話すこと・聞くこと」の学
習を想起させたところ、スピーチやプレゼンテーショ
ンなどの活動の他、メモの取り方、ウェビング法など
の発想の仕方について学習していることが分かった。
中学校入学後は、「会話が弾む質問をしよう」という
単元で、話し手の考えや思いを更に引き出すための質
問の在り方を学習した。ここでは、「話し手が最も伝
えたいこと」を考えながら聞くことや、「どうして」「ど
のような」といった言葉を用いて質問することに取り
組んだ。また、グループ学習（座席ごとの₄人で話し
合う学習活動）では、ブレインストーミングなどを用
いて、多様な考えを出し合うことができる。このこと
から、論題を基に拡散的な話合いに取り組むことには
Abstract
We looked for the substance of the ability necessary to reach an agreement in a discussion by junior high 
school students to summarize their ideas and how to cultivate that ability.
To make an agreement, I found that it is necessary to find common points and differences, and to consider 
both the speaker's position and the listener's position.
In order to cultivate these skills, I learned that it is important to combine the acquisition of "kotoba-no-waza" 
（language skills）with the desire to make consensus.
Key words：中学校国語科、話すこと・聞くこと、収束的な話し合い、合意形成、言葉の技
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慣れており、自分の考えを広げることができていると
言える。
話合いにおける「聞くこと」に関する実態調査を
行ったところ、次のような結果となった。
上記の結果から「自他の考えの共通点・相違点を考
えながら話を聞くこと」について、約70％の生徒が何
らかの課題を感じていると言える。これまでの授業で
は、ペア学習（席が隣同士の生徒で話し合う学習活動）
を行った後に全体で発表させるという取り組みを継続
してきた。発表の際には、自他の考えの共通点や話合
いによって新たに考えたことを説明しようとする姿が
見られたが、自分の発表に自信を持てない生徒もいた。
また、「他者の考えの根拠が何であるかを考えなが
ら聞く」という項目で、「できる」と回答した生徒の割
合が20％を下回っており、「他者の考えの曖昧な点に
ついて質問する」という項目で、「どちらかといえば
できない」「できない」と回答した生徒の割合が30％
を越えている。これらは、話合いにおいて共通点や相
違点を考える際の観点が曖昧だったことが原因だと思
われる。例えば、互いの考えの「主張に着目する」「根
拠に着目する」といった話合いの観点が不明確だった
のである。
これまで体験した話合いを振り返らせ、難しいと感
じたことを挙げさせたところ、「互いの考え（立場）が
対立したときに結論を見出すこと」「多様な考えを出
し合った後に、練り合い、まとめること」を挙げた生
徒が全体の₃割を占めた。これらのことから、拡散的
な話合い（考えを出し合うこと）には自信を持って取
り組めるが、収束的な話合い（考えを絞る、まとめる
こと）の進め方に課題があると言える。
【資料₁】「話すこと・聞くこと」に関する実態調査の結果
「話すこと・聞くこと」に関する実態調査の結果（平成30年₉月実施）
①　話合いにおける「聞くこと」に関する言語技術について
　　（Ａ：できる　Ｂ：どちらかと言えばできる　Ｃ：どちらかと言えばできない　Ｄ：できない）
　ア　自他の共通点を考えながら聞く　　　　　　　　　　　　イ　自他の相違点を考えながら聞く
　ウ　他者の考えの根拠が何であるかを考えながら聞く　　　　エ　他者の考えの曖昧な点について質問する
②　話合いで難しさを感じることについて
　・互いの考え（立場）が対立したときに結論を見出すこと（₈人）
　・多様な考えを出し合った後に、練り合い、まとめること（₄人）
　・自分の考えを正確に伝えること（₈人）
　・他者の考えを正確に理解すること（₅人）
　・メモを取ること（₇人）
　・その他（₈人）
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⑵　学習指導要領及び先行研究から
中学校学習指導要領（2017）における国語の教科目
標では、「思考力、判断力、表現力等」について「社会
生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、
思考力や想像力を養う」と示されている。同解説では、
「伝え合う力を高めるとは、人間と人間の関係の中で、
互いの立場や考えを尊重し、言語を通して正確に理解
したり適切に表現したりする力を高めることである」
と述べられている。また、相澤（2005）は、「伝え合う力」
とは「互いに言葉でわかり合える力、わかり合おうと
する態度」「言葉を仲立ちに新たな関係のつくれる力」
を兼ね備えた力であるとしている。
「Ａ　話すこと・聞くこと」の領域では、〈話し合う
こと〉の力として「進行の仕方を工夫したり互いの発
言を生かしたりしながら話し合い、合意形成に向けて
考えを広げたり深めたりすること」を中学校₃年生に
求めている。話合いにおいて合意を形成しようとする
姿勢と、それを実現させるための力の育成が義務教育
に求められていると言える。
村松（2001）は、「対話」とは「よく知らない者を相
手に共通の理解を築いていく目的性のある話し合い」
であり、一人との対話・数人との対話・学級全体との
対話など、様々な形態があってもよいとしている。そ
して、「対話能力」とは、「討論・討議能力」（異なる
意見をかみ合わせて高次の理解を共有できるようにす
ること）であるとし、⑴「受容的対話能力（聞き合う）」
⑵「対論的対話能力（論じ合う）」⑶「協働的対話能
力（知恵を寄せ合う）」の三段階があると述べている。
その上で、中学校段階では「協働的対話能力」の育成
を中心に据え、「話し合いを制御する妙味」と「合意を
形成する達成感」を経験させることを提案している。
山元（2002）は、話合いの能力を段階的に育成すべ
きとして、⑴「話し合いを支える基礎的態度作り（ま
ず聴いてから話す習慣を身につける）」⑵「親和的話
し合い（話し合うことへの信頼感を育てる）」⑶「協
同的話し合い（協力して話し合うことで考えが深まる
ことを知り、話し合いの意義を体得する）」⑷「創造
的話し合い（対立を恐れず、よりよい合意形成に向け
た論理的な話し合いができる）」の四段階に整理して
いる。
これらの先行研究を踏まえると、中学校の国語科
では、生徒の実態を踏まえつつも、「合意形成」に向
けた話合いの力の育成に重点を置くべきであるとわか
る。これらのことから、授業実践においては、考えを
まとめたり、一つを選択したりすることを目標とした
「収束的な話合い」を成立させる要素について取り立
てて指導し、それらを自覚的に運用できるようにする
ための手立てが必要であると考えた。
ところで、村松（2001）は、対話能力を支える要素
として「情意的要素・技能的要素・認知的要素」の三
つを挙げ、具体を示しながら分類している。また、小
学校₆年間でそれらの要素のほとんどに触れられてい
るとし、いずれの要素についても中学校の学習におい
て質的な向上が図られるべきだと述べている。そこで、
村松（2001）の理論を踏まえて、【資料₂】のように言
語技術の分類を図った。これらの言語技術は、互いの
【資料₂】合意形成につながる言語技術（※生徒には「言葉の技」として提示）
村松（2001）による「学習を深める手がかり」（一部抜粋） 本単元で習熟させる言語技術
・計画的に話し合い、目的から外れた時は途中で軌道修正する
①　話合いの目的の明確化
・論点がずれないように話そうとする
・納得するまで問い返す
②　曖昧な点を質問する
・相手の発言のあいまいな点を明確にする
・内容や根拠、「結論を生み出す過程」を吟味して聞く
③　〈理由付け〉から共通点を探す・理由や根拠を示して話す
・相手の考えを取り入れつつ自分の考えをのべる
・話をまとめ返しながら、相手の意図を理解しようとして聞く
④　それまでの話をまとめる
・途中で、それまでの話をまとめながら話合いをすすめる
・相手の意見を尊重する
⑤　共感を示す
・相手が話しやすいよう、共感的な表情できく
・自分と異なる考えや経験の持ち主と交流する大切さと難しさを知る
⑥　大きな一致点を探す気持ち
・大きな一致点を探す気持ちで話し合う
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考えの誤解を解消したり、共通点や相違点を正確に捉
えたりすることにつながり、合意を形成する力の要素
となり得ると考えた。
また、山元（2002）は、言語技術の自覚化に関わら
せて「話し合う際に、まずどのような手順で話し合え
ばよいのかの段取り意識を持って臨むこと」「話し合
いの途中で、『ああ今話し合いの流れが脇道にそれて
いるな』（中略）等の意識を働かせること」の必要性を
説いている。話合いに関わる言語技術の習熟と活用の
ためには、話合いを進める中で、自分たちの話合いの
過程を客観的に見つめられるようにする手立てが必要
だと言える。
以上のような考え方を中学校₁年生の「話すこと・
聞くこと」領域の指導において具現化するために、次
のような実践を構想した。
₄　授業の実践と分析
⑴　単元名
納得のいく話し合いをしようⅠ－「言葉の技」を活
用して－
⑵　単元のねらい
○「三角ロジック」を用いて、主張と根拠が適切に結
び付いているかを考えながら話したり、聞いたりす
ることができる。【知識及び技能⑵ア】
◎主張の異なる考えを比較し、曖昧な点について質問
したり、誤解を解消したりしながら、互いの考えを
結び付けて考えをまとめることができる。【思考力、
判断力、表現力等「Ａ　話すこと・聞くこと」オ】
○言語技術を自覚的に運用しながら話合いの質の向上
を目指し、実生活で話合いを効果的に活用しようと
する。【学びに向かう力、人間性等】
⑶　単元づくりの工夫
本単元では、これまで手段として取り入れてきた話
合い（グループ学習）そのものを学習の対象とし、「言
葉による見方・考え方」を働かせながら、収束的な話
合いを実践し、班の全員が納得して考えをまとめたり、
選択したりすることを目指した。そのために、次の三
つを手立てとして単元を構成した。
①　切実感や利害の対立を生む「論題と活動の枠組み」
本校では、「附中三大行事」として、スポーツ大会・
附中祭・合唱祭を実施しており、生徒はいずれの行事
も体験済である。これを踏まえて、話合いの枠組みと
論題を次のように設定した。
質の高い話合いには、「誰かが解決してくれる」と
いう他者依存から脱却し、話合いに関わる全員がその
結果に共同で責任を負うのだという切実感が必要であ
る。上記の枠組み・論題によって、擬似的にその切実
感を生み出すことをねらった。また、コンセプトを示
すことにより、既習の「三角ロジック」（主張・理由
付け・事実の組み合わせ）の考え方で、各行事の特徴
を「事実」として示し、それらがどのような点でコン
セプトに合っているのかを「理由付け」る必要性が生
まれる。この「理由付け」の部分は、残したい行事に
ついて主張が分かれた場合の妥協点を見出す手がかり
にもなり得る。
②　話合いのモデルの提示・比較
二つの話合いモデルを提示し、収束的な話合いを成
立させる言語技術を見出すことをねらった。前述した
枠組み・論題によって、話合いに切実感が生まれると、
その話合いを効果的に運ぶための方法を求めようとす
るはずである。その必要感に応えるために、村松（2001）
の理論を踏まえて、班の全員が納得して結論を導くこ
とができた場合と、うまく結論を導けなかった場合に
ついて、活字による話合いモデルを作成した。そして、
二つの話合いモデルを比較することで、収束的な話合
いを成立させる言語技術を「言葉の技」として、生徒
自らが見出せるようにした。
【話合いの枠組み・論題】
みなさんが中学校₃年生になる年に、東京オリンピッ
クの開催に合わせて、全国の学校の夏休みを大幅に延長
することが国の方針として決められました。附属中学校
では、授業の回数を確保するために、附中三大行事を削
らざるを得ません。そこで、未来の最上級生である₁年
生に、残す行事を一つだけ決定してもらうことになりま
した。
「より多くの生徒にとって楽しく、一人一人にとって
一生の思い出になる」というコンセプトで、残す行事を
決めるとしたら、スポーツ大会・附中祭・合唱祭のどれ
を選択しますか。
班の全員が納得した上で、結論を出してください。
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③　話合いのモニタリングと意味付け
必要な「言葉の技」（言語技術）を自ら選択して話合
いをコントロールさせたり、話合いの様子を省察させ
たりして、よりよい話合いの在り方を考え続けること
をねらった。山元（2002）の考え方を踏まえて、三つ
の段階を踏んで話合いに取り組ませた。まず、班の全
員が納得して結論を出すために、前時までに学習した
「言葉の技」の中から何を用いるかを考えさせ、話合
いの見通しを持たせた。その上で、「言葉の技」を運
用することに意識を向けながら話合いを実践させた。
最後に、自分たちの話合いを振り返らせ、用いた「言
葉の技」は、納得できる結論を見出すために効果的だっ
たのかということや、更に改善できることはないかと
いうことを考えさせた。このようにすることで、納得
のいく話合いを実現させる方法を生徒自らが見出せる
ようにして、話合いの質の向上を求めようとする態度
の育成につなげたいと考えた。
④　単元の概要
⑷　指導の実際　－第₅時に焦点を当てて－
①　単元における位置付け
本単元の前半では、話合いにおける「合意形成」（班
の全員が納得のいく結論を見出すこと）を支える「言
葉の技」（言語技術）を習得させ、話合いの枠組み・
論題を基に、自分の考えを「三角ロジック」の考え方
を用いて組み立てさせている。その上で、立場が対立
した状況から合意を形成するには、話合いでどのよう
な「言葉の技」を用いたらよいかを一人一人に考えさ
せた。
第₅時（以下、本時）では、これらを受けた話合い
の実践とその振り返りを学習の中心に位置付けた。班
ごとに話し合い、その後に「納得できる話合いを実現
させるには、更にどのようなことが必要だろうか」と
いう発問を投げ掛けることによって、話合いにおける
「言葉の技」の有用性や、運用することの難しさに気
付かせることができると考えた。更には、納得できる
話合いを実現させる新たな方法を生徒自らが見出せる
ことをねらった。前時までの学びの積み重ねを本時に
収斂させることによって、話合いの質の向上を求め続
け、他教科・領域や実生活において話合いを効果的に
活用することができる資質・能力の育成につなげたい
と考えた。
②　本時のねらい
「言葉の技」を自覚的に用いた話合いを実践し、話
合いの様子を意味付けることを通して、納得できる話
合いが実現する方法を考えることができるようにす
る。
【第₁時】
二つの話合いモデルを比較し、話合いにおける「言葉
の技」の効果を考えることができるようにする。
【第₂時】
「言葉の技」を自覚的に用いた話合いに取り組み、話合
いの様子を分析することができるようにする。
【第₃時】
枠組み・論題を基に、根拠を明確にして自分の考えを
組み立てることができるようにする。
【第₄時】
互いの主張と根拠を伝え合い、自分の考えを見つめ直
すことを通して、話合いの見通しを持つことができるよ
うにする。
【第₅時】
「言葉の技」を自覚的に用いた話合いを実践し、話合い
の様子を意味付けることを通して、納得できる話合いが
実現する方法を考えることができるようにする。
【第₆時】
単元の学びを「合意形成に向けて必要なこと」という
観点で振り返り、よりよい話合いを追究しようとする態
度を育む。
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④　本時における生徒の考え
ア　納得できる話合いの実現に必要な方法
以下に示すのは、話合いの実践と到達度を踏まえ
て、「納得できる話合いを実現させるには、更にどの
ようなことが必要だろうか。」という発問を投げ掛け
た際の生徒の考えである。
「Ｔ」は授業者・筆者（菅原）であり、「Ｓ」は生徒を
表す記号である。原則として生徒の発言通りに記録し
ているが、便宜上、一部の表現を変更したところもあ
る。（下線は筆者による。）
③　本時の概要
S7は、話合いにおける自分の考えの伝え方と、相
手の考えの受け止め方について述べている。互いの考
えの相違点が明らかになった後、コンセプトに照らし
てどちらがより適切だと判断できるのかという観点で
意見を述べていくべきだとしている。その際、相違点
を違いとしてだけ捉えるのではなく、相違の中にも共
教師の働き掛け 予想される生徒の反応 指導上の留意点
₁　学習の見通しを持たせる。 ₁　学習の見通しを持つ。 ₁
₂　枠組み・論題を基に、納得のいく結
論を目指して班ごとに話し合わせる。
₂　枠組み・論題を基に、納得のいく結
論を目指して班ごとに話し合う。
₂　教師が各グループの話合いに介入
し、「理由付け」（コンセプトにどのよ
うな点で合っているのか）が適切かど
うかを吟味させる。
₃　話合いを振り返らせ、納得できる話
合いの実現に必要な方法を考えさせ
る。
　
　納得できる話合いを実現させるに
は、更にどのようなことが必要だろ
うか。
₃　話合いを振り返り、納得できる話合
いの実現に必要な方法を考える。
①　自分の考えの伝え方
②　互いの考えの整理の仕方
③　話合いを進める意識
₃　共有していた言語技術を効果的に使
うことができたかということだけでは
なく、他にどのような言語技術が必要
なのかということについても考えを引
き出せるようにする。
₄　学習感想を書かせ、本時の学習を振
り返らせる。
₄　学習感想を書いて、本時の学習を振
り返る。
₄　「『納得できる話し合い』を目指し
てみて考えさせられたこと」という観
点で学習感想を書かせる。
納得できる話し合いが実現する方法を考えよう
Ｔ　まずはね、話合いの中で自分の考えをどう伝えてい
くか。そこから書いてくれた人を紹介するからね。S7
さん、どうぞ。
S7　納得のいく話合いにするには、各意見の共通点と違
う点をまず探して、共通点はそのままで、違う点はど
ちらの方がいいのか、分かりやすく伝えることが必要
だと思います。また、一度分かったことを整理する必
要があり、そうでないと、一度言ったことをまた言う
ことになってしまい、時間も無駄になってしまいます。
これは違う点だって自分で思っていても、聞いていく
うちに少しは共通点があるとは思うので、違う点から
も共通点を探していかなければ、納得のいく話合いに
はならないと思います。
Ｔ　なるほど。話の起こし方から、話合いの中でのとこ
ろまで、より話を広げて説明してくれたね。
　　次に紹介する人は、S7さんも話していた共通点と相
違点、それの生かし方を書いてくれているからね。
　　S8さん、どうぞ。
S8　お互いの行事の相違点をより多く見つけ、どちらが
コンセプトに合っているものなのかを考え合うといい
と思います。
Ｔ　S9さんも、今 S8さんが言ってくれたことを書いてい
るよ。共通点を考えながら聞いてみましょう。S9さん、
どうぞ。
S9　もっとよい話合いをするには、他の行事にはない、
その行事だからできるという違う点を見つけることが
一番相手に納得してもらいやすく、話合いもスムーズ
に進むのではないかと思いました。今日の話合いでは、
質問や共通点を見つけることはでき、納得への手がか
りを見つけることはできましたが、違う点をあまり見
つけることができなかったので、そこに気を付ければ、
全員が納得する話合いになるのではないかと思いまし
た。
Ｔ　なるほどね。S10さん、今の二人の説明の中で、ど
んなところが共通していたと思う？
S10　S8さんと S9さんは、相違点を多く見つけ、相違点
の、どちらも相違点というのは違うと思うんですけど、
どっちがコンセプトにより合っているのかっていう
のを見つけることが大事って言っていたんだと思いま
す。
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通点が見出せるという考え方で話合いに向き合うべき
だと述べている。
S8・S9は、相違点を明確にすることについて改め
て述べている。違いが見えるからこそ、選択する際の
根拠が見えてくるからである。対立を恐れて共通点ば
かりを整理するのではなく、対立軸を明確にすること
が、話合いで納得を生み出す一因となり得ることを自
分たちの話合いの様子を踏まえて説明している。
イ　本時の活動（話合い）への意味付け
以下に示すのは、本時の終末に「『納得できる話し
合い』を目指してみて考えさせられたこと」という観
点で学習感想を書かせた際の生徒の発言である。
S12は、話合いに対する見方の変化について記して
いる。話合いは、技能的な側面と情意的な側面を持ち
合わせており、相互が関係し合っている。本時の学習
を通して、技能的な側面での新たな気付きが、情意的
側面の変化を促したのであろう。このことが、やがて
は技能的な側面の更なる向上につながり、話合いを充
実させる好循環が生まれてくると考える。
S13は、話し手と聞き手の双方の立場から、話合い
への関わり方について見つめ直している。話合いとは、
話し手と聞き手の相互作用である。話し手としての見
方は聞き手としての見方を広げ、その逆も同様である。
話合いにおいて、話し手としてどのようなことを留意
するべきか、聞き手としてどのようなことを意識する
かという両方の考え方があってこそ、話合いの力が向
上し、話合いの質も高まっていくと考える。
₅　本研究の到達点と今後の課題
本研究では、「収束的な話合い」において合意を形
成する力の要素とその育成方法について、中学校国語
科の「話すこと・聞くこと」領域の指導に係る文献研
究と、中学校₁年生を対象とした授業の実践・分析を
通して明らかにすることを試みた。
まず、〈合意を形成する力の要素〉として二つのこ
とが見えてきた。第₁の要素は、互いの考え方から共
通点と相違点を見出すことである。合意形成を目指し
た話合いを終えた生徒の振り返りの中に、「相違点を
比べる中から共通点を見出すこと」の必要性に触れた
ものや、「共通点だけではなく相違点を明らかにして
比較の観点を立てること」の効果に触れたものがあっ
た。共通点と相違点を相互に見出していくことが、合
意を形成するための要素の一つになり得るのではない
だろうか。このことは、村松（2001）による「合意形
成につながる言語技術」が「言葉の技」として生徒の
中で効果的に機能したことの表れであるとも言える。
第₂の要素は、話合いにおいて話し手・聞き手の両
方の立場を意識することである。言うまでもなく、話
合いとは話し手と聞き手の相互作用によって作り上げ
られるものである。生徒は、話合いの振り返りにおい
て、話し手として気付いたことと聞き手として気付い
たことの両方を挙げていた。相手を説得することに傾
倒して、話し方ばかりを意識するのではなく、共に合
意を作っていくために、どのように聞くべきかという
意識を持ち続けることが必要だと言える。このことは、
山本（2002）による「話合いのモニタリング」が生徒の
話合いへの見方を変えるきっかけとなったと言えるの
ではないだろうか。
生徒が話合いの内容だけではなく、方法にも意識を
向けるようになったことも成果の一つと言える。特に、
生徒が「言葉の技」の効果を実感できたことが大きい。
引き続き、複数の理論を比較したり、組み合わせたり
して、より客観性のある「言葉の技」を提示していく
ことが求められる。
その一方で、提示された「言葉の技」だけでは不十
分であるという感覚をもった生徒も多かった。このよ
うな不達成感は、新たな「言葉の技」を自分なりに見
S12　今回やってみて、今まで私は、小学校の時とか、
話合いに対してあまりいいイメージを持っていなかっ
たんですけど、それは、自分の本当に伝えたいことが
なかなか伝えられなかったからです。でも、今回やっ
てみて、三角ロジックとか、コンセプトによって理由
付けをすることによって、自分の本当に伝えたいこと
が相手に伝えられるし、そのことについて共感しても
らえたときには、すごくうれしかったので、これから
話合いの機会は何回かあると思うので、このような方
法を用いて納得のいく話合いにつなげられるようにな
りたいです。
S13　納得のいく話合いを通して考えさせられたことは、
相手が自分が選んだ行事について納得することは簡単
なことではないということです。その行事には他の行
事にはない良いところがあって、悪いところなどあま
りないからです。話合いを通して、自分の意見を伝え
るということは難しくて、自分も相手が伝えたいこと
に納得するのには時間がかかったので、これからの話
合いでは、相手が納得するような意見を言っていきた
いと思います。
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出したり、それまで無意識に用いていた「言葉の技」
の効果を意味付けたりすることにつながった。
次に、合意を形成する力の要素の〈育成方法〉につ
いては、「言葉の技」の習熟・活用と、合意形成を希
求する心情とを関連付けることが必要だとわかった。
本研究における授業を通して、話合いに対する印象の
変化について述べた生徒がいた。話合いへの苦手意識
が強かったが、「言葉の技」の活用によって、話合い
への向き合い方が変わり始めたというのである。合意
を形成するには、機械的に「言葉の技」を駆使するだ
けではなく、「話合いに参加する全員で合意を目指そ
う」という心情が根底に必要である。合意形成を希求
する資質と、合意形成を促す「言葉の技」の両方に意
識を向けさせることが大切である。
話合いにおいて合意を形成していくことは、学校と
いう場に限らず、家庭や社会においても必要とされる
力である。合意形成を支える要素と、それらを言葉の
力として義務教育段階においてどのように育むべきか
について、更に研究と実践を重ね、指導の在り方を考
え続けていきたい。
参考・引用文献
◦『中学校学習指導要領解説 国語編』文部科学省（2017）東洋館
出版社
◦「「伝え合う力」についての的確な理解を」相澤秀夫（2005）
◦『対話能力を育む話すこと・聞くことの学習─理論と実践─』
村松賢一（2001）明治図書
◦「聞く・話す力を育てる国語科教育の構想－「話し合い」を中
心に－」山元悦子（2002）
◦「ワークショップ型社会科の授業構成ストラテジー」江間史明
（2015）
◦『平成29年度 研究開発報告書－第₄年次－』宮城教育大学附属
中学校（2018）
付録
◦【付録₁】単元の指導計画の詳細
◦【付録₂】本時（第₅時）の指導過程の詳細
◦【付録₃】ワークシート（「言葉の技」を提示する話合いのモデ
ル）
（令和元年₉月27日受理）
時 主な指導内容 指導上の留意点
1
二つの話合いモデルを比較し、話合いにおけ
る言語技術の効果を考えることができるように
する。
⃝枠組み・論題を設定し、グループ学習を再現した話合いモデルを
提示する。
⃝結論を出せなかったモデルと、全員が納して結論を見出したモデ
ルを比較し、用いられている言語技術の効果を考えさせる。
₂
言語技術を自覚的に用いた話合いに取り組み、
話合いの様子を分析することができるようにす
る。
⃝前時に提示した枠組み・論題を基にペアでの話合いに取り組ませ
る。
⃝二つのペアを組み合わせて班を組み、一方のペアの話合いを言語
技術の使い方を観点にして分析させる。
₃
枠組み・論題を基に、根拠を明確にして自分
の考えを組み立てることができるようにする。
⃝新たな枠組・論題を設定し、「三角ロジック」の考え方を用いて、
自分の考えを組み立てさせる。
⃝主張の異なる相手との話合いで、納得のいく結論を見出すために、
どの言語技術を、どのように用いるかを考えさせる。
₄
互いの主張と根拠を伝え合い、自分の考えを
見つめ直すことを通して、話合いの見通しを持
つことができるようにする。
⃝主張が同じ者同士で話合い、主張への思い入れを再確認し、根拠
を強化させる。
⃝班ごとに主張と根拠を伝え合い、自分の考えの弱点を補強したり、
相手の考えへの質問を考えたりさせる。
₅本時
言語技術を自覚的に用いた話合いを実践し、
話合いの様子を意味付けることを通して、納得
できる話合いが実現する方法を考えることがで
きるようにする。
⃝枠組み・論題を基に、納得のいく結論を目指して班ごとに話し合
わせる。
⃝話合いを振り返らせ、納得できる話合いの実現に必要な方法を考
えさせる。
₆
単元の学びを「合意形成に向けて必要なこと」
という観点で振り返り、よりよい話合いを追究
しようとする態度を育む。
⃝「合意形成」という概念を提示し、その実現のために必要なことを、
前時までの話合いの様子から考えさせる。
【付録₁】単元の指導計画の詳細
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教師の働き掛け 予想される生徒の反応 指導上の留意点・評価
₁　学習の見通しを持たせる。
⑴　前時までの話合いを振り返らせ、本
時の学習の見通しを持たせる。
⑵　学習課題を提示する。
₁　学習の見通しを持つ。
⑴　前時までの話合いを振り返り、本時
の学習の見通しを持つ。
⑵　学習課題を確認する。
₁
⑴　前時までに、自分の主張を支える根
拠を強化したことや、互いの主張と根
拠を伝え合ったことを踏まえて、本時
は納得を目指して話し合うことを伝
え、学習の見通しを持たせる。
⑵　学習課題を板書とワークシート上で
提示し、話合いの目的を再確認させる。
₂　枠組み・論題を基に、納得のいく結
論を目指して班ごとに話し合わせる。
⑴　話合いの進め方を提示する。
⑵　納得のいく結論を目指して班ごとに
話し合わせる。
₂　枠組み・論題を基に、納得のいく結
論を目指して班ごとに話し合う。
⑴　話合いの進め方を確認する。
⑵　納得のいく結論を目指して班ごとに
話し合う。
⃝（全員が納得できた）
　　その行事の特徴が「誰にとっても楽
しめて、一人一人にとって一生の思い
出になる」というコンセプトにどのよ
うな点で合っているのかという「理由
付け」で一致が見られ、残す行事を決
定している。
⃝（納得への手がかりが見えた）
　　どの行事を残すかという点で対立し
たままだが、その行事の特徴がコンセ
プトにどのような点で合っているのか
という「理由付け」の部分で歩み寄り
が見られる。
⃝（対立したままだった）
　　どの行事を残すかという点で対立し
ており、自分の考え（主張・理由付け・
根拠）の言い合いになっている。
₂　
⑴　ワークシートを用いて、以下の点に
ついて確認する。
　
①　言語技術を用いて、納得して
結論が出るよう話し合う。
②　メモよりも、話したり聞いた
りすることを優先させる。
③　結論が出たら、ワークシート
に記入する。
⑵
◦机間指導では、話合いの内容だけでは
なく、自分が選択した言語技術を用い
ることに意識が向くよう助言する。
◦用いようとしている言語技術が何であ
るかに関わらず、どの生徒にも「三角
ロジック」の考え方を意識させる。
◦教師が各グループの話合いに介入し、
「理由付け」（コンセプトにどのような
点で合っているのか）が適切かどうか
を吟味させる。
◦「主張」（どの行事を残すか）が異なっ
ていても、「理由付け」の部分で、共
通する考え方を見出すことをねらう。
◦話合いの途中で、主張が同じ生徒同士
で情報交換する場を設け、「困ってい
る点」「反論したい点」という観点で
自分たちの考えとその伝え方について
吟味させる。
納得できる話し合いが実現する方法を考えよう
【付録₂】本時（第₅時）の指導過程の詳細
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₃　話合いを振り返らせ、納得できる話
合いの実現に必要な方法を考えさせ
る。
⑴　話合いの到達度を自己評価させる。
⑵　納得できる話合いを実現させる方法
を考えさせる。
　
納得できる話合いを実現させる
には、更にどのようなことが必要だ
ろうか。
₃　話合いを振り返り、納得できる話合
いの実現に必要な方法を考える。
⑴　話合いの到達度を自己評価する。
⑵　納得できる話合いを実現させる方法
を考え、ワークシートに書く。
自分の考えの伝え方
⃝根拠には正確な情報を具体的に示し、
理由付けを丁寧に行うことで、自分の
考えが正確に伝わるようになると思
う。　　　　　　 【根拠の組み立て方】
⃝自分が強調して伝えたいことを明確に
して、相手が理解しやすい言葉で話す
ことが必要だと思う。
【言葉の選択】
⃝相手の考えを直接否定するのではな
く、自分の考えの強みを伝え、相手に
改めて考えてもらうとよいと思う。
【反論の仕方】
互いの考えの整理の仕方
 
⃝互いの共通点を見つけ、その共通点か
らどのようなことが言えるのかを考え
て、互いに歩み寄れるところを見つけ
ることが必要だと思う。
【共通点の意味付け】
⃝共通点がわかった後に相違点に目を向
け、どちらがコンセプトなどの話合い
の目的により合っているかを考えると
よいと思う。
【相違点の見出し方】
⃝自分と異なる考えの良いところを探す
など、相手の考えを理解して、自分の
考えとつなげられるところを探すこと
が必要だと思う。
【受容・関連付け】
⃝話合いに行きづまったら、対立してい
る観点から離れて、別の観点で話し
合ってみるとよいと思う。
【観点の変化】
₃
⑴　話合いを終えて感じている「納得の
度合い」を以下の₃段階で自己評価さ
せる。
　
①　全員が納得できた
②　納得への手がかりが見えた
③　対立したままだった
◦上記の自己評価の理由を発表させ、話
合いを振り返るための手がかりをつか
めるようにする。特に、②・③を選択
した生徒に焦点を当て、これまで共有
してきた言語技術だけでは不十分であ
るという感覚を持たせたい。
⑵
◦自分たちの話合いを踏まえて、自分の
考えをワークシートに書かせること
で、話し合いの内容だけではなく、話
合いの方法に意識を向けることの大切
さに気付かせたい。
◦共有していた言語技術を効果的に使う
ことができたかということだけではな
く、他にどのような言語技術が必要な
のかということについても考えを引き
出せるようにする。
◦机間指導を通して、下記の観点で生徒
の考えを類別したり、組み合わせたり
する。
　
①　自分の考えの伝え方
②　互いの考えの整理の仕方
③　話合いを進める意識
　
【評価場面】
言語技術を自覚的に用いた話合
いを実践し、話合いの様子を意味付
けることを通して、納得できる話
合いが実現する方法を考えている。
（ワークシート）
宮城教育大学紀要　第54巻　2019
- 20 -
⑶　個の考えを全体で発表させる。
話合いを進める意識
 
⃝よりコンセプトに合っているのはどれ
かを考えるなど、話合いの目的をもっ
と意識することが必要だと思う。
【目的意識】
⃝話し合いの結果は、これからの自分た
ちに大きく関わることなのだという気
持ちで話し合うことが必要だと思う。
　　　　　　　　　　　【当事者意識】
⃝自分の考えをどこまでも曲げずにいる
のではなく、相手に譲れるところがな
いかを考えるなど、折り合いを付けよ
うとする姿勢が必要だと思う。
【折り合いを付ける】
⑶　考えを発表したり、メモを取ったり
しながら考えを広げる。
⑶
◦机間指導を踏まえて、次のような順序
で指名して発表させる。
　
①　「自分の考えの伝え方」を中心
に考えた生徒
②　「互いの考えの整理の仕方」を
中心に考えた生徒
③　「話合いを進める意識」を中心
に考えた生徒
④　上記の要素にまんべんなく触れ
て考えた生徒
◦友達の発表をメモさせ、納得できる話
合いの実現に必要な方法や考え方を更
に広げさせる。
₄　学習感想を書かせ、本時の学習を振
り返らせる。
₄　学習感想を書いて、本時の学習を振
り返る。
⃝相手を言い負かすのではなく、お互い
に納得のいく結論を出すという話合い
は難しかった。前の授業のプリントの
例のように、言葉の技を使えばうまく
いくと思っていたし、どの技を使うか
も決めていたが、なかなか話し合いが
進まなかった。言葉の技は知っている
だけではだめで、それを自在に、自然
に使えるようになることが必要なのだ
と思った。
⃝納得を目指すという目標と、言葉の技
というものがあったので、考えながら
話合いを進めることができた。でも、
全員で納得することは難しく、今回学
習した言葉の技だけでは足りないと
思った。納得できる話合いをするため
に、他にどんなことが必要なのかを、
これからも考えていきたいと思う。
⃝今回の学習で、話合いには言葉の技が
あり、それを意識して使うことで話合
いが進めやすくなることを学んだ。今
日の授業では、納得というゴールには
たどり着かなかったけれど、これから
話合いをするときには、言葉の技や、
今日の話合いで改善したいと思ったこ
とを積極的に使っていきたいと思う。
₄　「『納得できる話し合い』を目指し
てみて考えさせられたこと」という観
点で、ワークシートに学習感想を書か
せる。
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）
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